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第
一
巻

■
一

雨
嗣

十
二
月
號

脚v’一，t號

（給口）

内

容

小
遊
星
書
見
囎

小
遊
星
の
嚢
見
…
…
…
三
七

　
　
　
　
　
理
學
士
山
本
　
一
　
清

鰍
星
界
に
趣
味
誌
動
機
…
・
三
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
　
田
　
雅
　
之

鄭
天
文
書
総
覧
（
其
三
…
・

雑報

…
二
六

　
　
　
　
　
　
　
古
川
龍
城

白
鳥
座
第
三
新
星
…
．
…
、
…
，
．
．
二
九

オ
リ
オ
ン
星
雲
の
距
離
…
・
…
．
二
九

學
術
研
究
會
の
天
文
部
…
。
…
．
．
二
九

：
・
：
・
・
：
新
刊
紹
介
：
，
・
：
・
：
：
…
…
…
・
…
二
九

▲
▲
▲
質
疑
二
件
▼
▼
▼
…
…
…
．
・
三
Q

一
戸
二
三
毒
茸
逝
く
…
：
：
…
…
：
…
…
…
…
・
：
三
〇

高
岸
欄
　
】
）
甘
8
奉
受
9
乞
。
葺
O
装
置
一
…
…
…
一
一
二

　
同
好
曾
報
一
1
滑
　
　
息
…
…
…
三
二

團
天
養
語
彙

（
其
二
）

十コ
ー

月の天象

．
太
陽
盟
廿
二
日
正
午
人
煽
言
か
ら
山
羊
宮
に
　
、

　
　
　
（
即
ち
冬
至
）

月
一
三
　
日
午
前
一
時
　
下
牛
月
（
獅
子
座

　
　
　
十
日
午
後
ヒ
時
新
月

　
　
　
十
八
日
午
後
十
二
時
　
土
牛
月
（
双
魚
座
）

　
　
　
汁
五
H
午
後
十
時
　
満
月
（
双
子
座
∀

蛮
直
直
天
の
観
望
頗
・
宜
・
。

　
　
　
三
H
最
大
離
隔
で
太
陽
よ
リ
ニ
十
度
半
離

　
　
　
る
。
位
催
は
天
稀
座
セ
星
に
く
つ
つ
か
ん
ば

　
　
　
か
り
。
月
末
は
太
陽
に
近
い
か
ら
親
望
不
便

　
　
　
ピ
腺
ろ
。

金
星
“
西
天
揃
↓
腕
光
彩
を
増
す
。

　
　
月
初
は
射
手
座
だ
が
東
行
し
て
＋
二
n
に
は

　
　
山
羊
座
に
入
ろ
。
だ
ん
く
火
星
に
近
づ
く

火
星
阯
や
は
り
山
羊
座
の
寂
し
い
天
な
蟹
行
。
速
力

　
　
　
も
光
力
も
減
衰
。
刃
末
は
金
星
に
追
及
さ
れ

　
　
　
る
。

木
昇
獅
子
座
皇
附
近
徐
行
光
輝
撒
強
大

　
　
出
現
時
刻
が
早
ま
る
の
で
観
う
に
に
好
都
合

土
星
“
乙
女
座
べ
星
附
近
に
噛
り
付
い
て
み
る
。
木

　
　
星
ξ
井
ん
で
少
・
し
御
還
慮
の
体
，
輪
ほ
大
ぶ

　
　
　
ん
太
っ
て
來
る
。

天
王
塁
T
月
浸
後
の
南
天
に
．
長
く
滞
留
・
し
て
み
れ

　
　
が
、
西
か
ら
金
星
ご
火
星
ご
が
襲
っ
て
來
さ

　
　
う
な
の
で
、
や
お
ら
立
ち
止
っ
て
難
を
避
け

　
　
　
や
う
ミ
動
き
出
す
。
水
瓶
座
．
・
シ
星
の
西
。
双

　
　
眼
鏡
で
見
を
2
ろ
。

海
王
星
1
1
蟹
座
の
一
角
“
殆
ん
ご
動
か
賢
い
。
但
し

　
　
見
じ
2
ろ
の
に
日
波
後
九
時
頃
來
天
か
ら
見
彫
2

　
　
　
る
。



合
日

頃

　
り
　
り
　
　
　
ゆ
　
の

◎
十
二
月
例
會
　
点
る
十
二
月
十
八
日
（
土
）
午
後
三
時
、
京
都

　
大
嶺
理
學
蕩
物
理
學
敏
室
．
に
て
開
會
、
左
の
講
演
あ
b
。

　
（
三
叉
は
草
履
）

　
　
天
文
ご
暦
　
　
助
敏
授
理
學
士
山
本
一
清
氏

　
　
　
　
　
む

◎
天
文
古
碑
襯
胃
血
南
口
　
我
が
同
好
會
主
催
、
左
記
の
如
し
◎

　
時
日
　
、
大
正
九
年
十
二
月
十
六
日
よ
り
同
二
十
日
迄
毎
日
午

　
　
　
後
六
時
孚
開
講

　
學
科
及
講
師

　
　
天
膿
の
位
概
論
運
動
　
講
師
理
論
士
山
本
一
清
氏

　
　
星
座
に
つ
い
て
　
　

同
　
　
　
古
川
龍
城
氏

　
會
場
　
京
都
市
中
立
齎
室
町
西
入
、
第
一
高
等
小
學
校
内

　
會
費
　
金
武
圓
（
但
し
同
好
會
員
は
金
蝿
圓
五
拾
銭
）

　
申
込
　
往
復
ハ
ガ
キ
．
に
て
論
る
十
二
月
十
五
H
ま
で
に
同

　
　
　
好
望
へ
申
込
ま
れ
π
し
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文天一もで誰同一飢→會好

天
文
同
好
會
規
則
（
笙
二
版
）

第
一
條
雌
ノ
會
チ
天
丈
同
好
會
ト
云
フ

第
こ
條
　
此
ノ
會
ハ
天
丈
墨
〉
了
解
チ
進
メ
兼
ネ
テ
同
好
会
相
互
ノ
親
睦
チ
壇
ス
ノ

　
ガ
目
的
デ
ア
ル

第
三
條
　
事
務
航
チ
京
都
市
吉
田
町
京
都
大
學
天
丈
垂
内
⇒
置
グ
。
又
曾
員
密
集
ノ

　
地
ニ
ハ
支
部
チ
置
ク
事
ガ
ア
、
〃
。

第
四
條
　
島
ノ
倉
ハ
右
ノ
目
的
チ
蓮
ス
〃
爲
召
次
ノ
事
業
チ
行
フ

　
一
、
講
演
（
例
會
毎
月
一
回
大
會
年
一
回
其
他
臨
時
會
）

　
二
、
講
習
會
（
各
地
デ
随
時
二
開
・
ク
）

　
三
、
難
誌
回
書
ノ
出
版
（
雑
誌
ハ
月
一
回
、
・
圖
書
ハ
随
時
）

　
四
、
貴
地
魏
測
（
第
一
部
．
啓
稜
的
，
甲
観
望
．
乙
見
學
、
第
二
部
．
研
究
的
、

　
　
甲
流
星
、
乙
製
光
星
b
丙
彗
星

第
五
條
此
ノ
會
ノ
目
的
二
翻
箕
同
ス
ル
者
ハ
誰
デ
モ
會
員
ニ
ナ
ソ
ル

　
但
ヲ
毎
月
金
煎
拾
鋭
ノ
割
デ
直
付
ス
ル
必
要
ザ
ァ
ル

　
申
込
ノ
際
ハ
住
所
職
業
生
年
チ
記
入
セ
ラ
レ
タ
イ

第
山
ハ
條
　
　
特
二
一
時
金
五
拾
圓
以
上
チ
寄
附
ス
ル
「
者
一
チ
名
饗
會
昌
異
ト
ス
ル

第
七
條
此
ノ
會
ノ
幹
部
ハ
次
ノ
駈
り

　
幹
事
　
二
名
　

會
計
　
一
名

　
此
ノ
幹
部
ハ
総
會
デ
選
暴
セ
ヲ
レ
ル
者
デ
任
期
ハ
一
個
年

第
鋤
欝
讃
會
襯
士
力
㍊
ノ
下
働
三
士
託
蔀
一
名

幹

回同會

部
　
（
第
一
期
）

事

山
　
　
本

書
　
　
川

堰
　
川

一忠龍

夫城清

因
・
囲

（
ロ
　
給
）

第
一
號
（
創
列
銑
）
目
　
次

十
吋
反
射
鏡

天
丈
同
好
會
一
趣
意
書
1
－
軍
立

星
の
光
度
（
附
　
｝
等
星
表
）
　
理
智
士
山
本
　
一
清

獅
天
文
書
総
覧

　
　
　
威
（
和
歌
〉

天
文
．
こ
族
行

伯
・
爵

古
川
龍
城

冷
泉
　
爲
系

水
野
　
千
里

雑
　
　
報
ー
テ
ン
ペ
ル
百
濟
彗
星
ー
ロ
ソ
キ
や
氏
逝
く
1
十
吋
反

　
　
　
射
望
蓮
鏡
到
着

質
疑
　
三
　
件
　
　
　
天
象
に
つ
き
注
意

天
文
語
彙
（
其
一
）

（銭拾戴はに二二）銭五拾煎債定行螢會好同

天
文
エ
ハ
ガ
キ
　
（
近
刊
）
同
好
會
壮
行

　
第
｝
集
　
天
文
器
械
の
部
　
（
七
吐
望
蓮
鏡
、
＋
吋
望
蓮
鏡
、
子
午
儀

　
　
　
ピ
天
丈
時
計
，
太
陽
窺
眞
儀
、
天
丈
経
緯
儀
）

　
第
二
集
　
京
都
天
文
壷
（
新
城
傅
士
、
山
本
助
敢
授
建
薪
星
，
百
濟
理

　
　
學
士
ご
彗
星
、
佐
々
木
氏
ピ
彗
星
，
ス
タ
フ
）

　
第
三
集
　
天
燈
爲
眞
の
部
　
（
近
江
阻
石
、
太
陽
、
鳥
島
皆
既
日
食
、

　
　
　
星
の
ス
ベ
グ
ト
ル
、
新
星
ざ
其
の
ス
ペ
ク
ト
ル
）
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編
輯
室
に
て

　
或
る
會
員
の
御
助
言
に
よ
り
思
び
つ
い
て
此
の
號
か
ら
英
文
欄
を
設
け
ま
し

れ
。
今
日
の
我
が
天
丈
三
界
は
歓
米
の
三
界
ミ
直
接
の
嘆
息
が
あ
り
ま
す
か
ら

此
の
欄
に
於
い
て
西
洋
の
學
者
の
報
告
や
掻
信
や
論
丈
の
一
部
た
載
ぜ
て
彼
等

の
空
氣
に
寄
れ
れ
い
の
で
あ
り
ま
す
が
、
更
に
叉
此
の
欄
は
初
學
の
方
々
の
お

め
欧
丈
報
告
及
び
術
語
に
慣
れ
て
頂
く
便
宜
が
あ
る
だ
ろ
う
ミ
思
ひ
ま
す
ー
ー

此
の
意
味
で
簡
畢
な
注
繹
を
付
・
し
ま
す
。
此
の
欄
の
噛
め
に
二
戸
の
㌣
ヤ
ス
博

士
（
塾
員
）
が
特
別
に
骨
か
折
っ
て
下
さ
ろ
こ
マ
」
に
な
り
ま
し
れ
の
で
、
頗
ろ
心

強
く
感
じ
ま
す
。
1
一
本
號
に
は
白
鳥
座
新
星
の
最
初
の
襲
見
者
れ
る
デ
ニ
ソ

グ
回
護
均
の
登
呂
報
告
か
載
也
ま
・
し
た
。
▲
一
戸
博
士
の
逝
去
は
誠
に
惜
し
い

こ
ε
で
す
。
早
速
、
古
川
氏
に
｝
丈
な
書
い
て
頂
き
ま
こ
れ
が
、
何
れ
近
い
申

に
專
門
家
ミ
し
て
の
博
士
ミ
其
の
事
業
な
紹
介
し
れ
い
ε
思
っ
て
ゐ
ま
す
。
何

ピ
言
っ
て
も
我
國
天
丈
學
界
の
最
大
著
作
家
で
あ
り
ま
・
し
れ
か
ら
、
我
が
會
員

諸
君
の
中
に
も
直
接
に
博
士
の
著
書
に
よ
っ
て
導
か
れ
れ
方
は
早
牛
数
だ
ろ
う

ミ
思
ひ
ま
す
．
A
正
月
號
の
六
め
に
何
か
御
注
丈
が
あ
れ
ば
仰
し
ゃ
つ
て
下
さ

い
。

　
　
　
　
　
事
務
室
よ
り

▽
別
報
の
如
く
．
目
本
最
初
の
天
丈
學
講
習
會
か
開
春
ま
す
。
定
員
は
五
十
名

ぐ
ら
ゐ
で
〆
切
り
ま
す
、
早
く
御
申
込
下
さ
い

▽
本
町
維
持
の
れ
め
是
が
非
で
も
會
員
総
数
五
百
名
に
難
し
嬢
け
れ
ば
な
り
ま

ぜ
ん
。
『
五
百
名
運
動
！
』
、
あ
れ
め
に
會
員
諸
君
の
御
奮
闘
な
願
ひ
ま

す
。
一
名
で
も
多
く
入
三
者
々
御
奨
め
下
さ
い
。

▽
會
員
諸
君
の
中
で
望
一
目
が
御
入
用
な
ら
ば
取
次
致
し
ま
ぜ
う
。

大
正
九
年
十
一
月
二
十
入
日
印
刷

大
正
九
年
十
一
月
二
十
九
日
登
行

（號謡講界天）

編
．
輯
兼

蛮
行
者

印
刷
者

印
刷
所

（
定
贋
金
戴
拾
五
銭
）

京
都
帝
國
大
難
天
丈
塁
丙

　
　
天
馬
同
好
會

　
　
　
　
掘
替
蓋
金
穴
阪
五
六
七
下
五
番

右
代
表
者

　
　
　
山
　
　
本

京
鄙
市
夷
．
川
川
端
束
入
下
ル

　
　
　
佐
　
　
藤

一

清静

京
都
市
夷
川
川
端
東
入
下
ル

　
　
　
弘
文
堂
印
刷
駈


